


精神障がい者の現状

地域生活中心の社会…とは言えない現状

平均在院日数：２６８日

退院困難な長期入院者の

３０％

⇒居住・支援がないため

毎年２万人の患者が
死亡退院！！



障がいの有無や程度に関わらず、誰もが地域で自分らしく生きられる
共生社会の実現を目指した理念。
※共生社会：支える側、支えられる側という関係を超えて助け合いながら生活する

コミュニティのこと

・医療、障がい福祉・介護、住まい、社会参加（就労）、地域の助け
合い、教育を包括的に確保

・日常生活圏域を基本として、市町村等の基本圏域、障害保健福祉圏
域においても体制整備を行い、重層的な体制を構築

・各層において保健、医療、福祉関係者による協議の場を設置

【協議の場】
行政、保健、医療、福祉関係者からなり、①個別支援体制の整備、

②支援体制の整備、③地域基盤の整備の役割を担う会議体のこと。

精神障がいにも対応した
地域包括ケアシステム
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